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５月２５日（日）は、前日までの雨で心配された天気でしたが、当日の朝からは回復し、運動

場のコンディションもよくなり、運動会が実施できました。「みんなの願いが天に通じよかった」

と嬉しくなりました。朝５時に学校に到着した時には、先生方もすでに準備に入っていて、保護

者の方も来ていた方で、準備を自主的に手伝ってくださり、お陰様で、予定よりも早く準備が完

了することができました。皆様のご協力に心から感謝申し上げます。 

子どもたちの頑張りと、先生方のサポートと、保護者地域の皆様の熱い応援のおかげで、スロ

ーガン通りの、盛り上がる最高の運動会となりました。「素敵な運動会を創り上げてくれてあり

がとうございます。」と大きな拍手を送りたいです。 

  

 

 

 

 

赤白代表の子どもたち。大きな

声と規律ある行動、気持ちがこも

った選手宣誓でした。堂々とした

態度に６年生としてのやる気とパ

ワーを感じました。 

呼名にも大きな声で応え、手も

しっかり上げる、全員が全力疾走

でした。最後まで力を抜かず、ゴー

ルの線の向こうまで走り切る姿

は、かっこよかったです。 



 

 

 

 

 

たくさんの熱戦が繰り広げられた運動会。一つの目標に向かって、自分が頑張り、仲

間も頑張り、その頑張りが渦（うず）となって大きなパワーを創り出していく。そのよう

な頑張る力の連鎖が、今年の運動会の大成功につながったと思います。「真剣に頑張る

ことは素晴らしいことである。」この姿勢を学校でも家庭でも子どもたちに言い続けて、

南一小の子どもたち全員に浸透させていきたいものです。 

子どもたちの頑張りの様子は、次号にも続きます。 

 

４・５・６年生と保護者による

「はい よろこんで！」では、楽し

そうな笑顔があふれていました。

一緒に参加してくださりありがと

うございました。 

赤白に分かれての玉入れは、昔

懐かしい伝統的な運動会競技で

す。頭上高くある、「かご」めがけ

てお手玉を一生懸命に投げ入れま

した。 

白組の一丸となった応援は、そ

の力強さに心を動かされました。

息の合った振り付けや大きな声を

出しての応援の数々でした。力強

い団結力が光っていました。 

赤組の一丸となった応援は、そ

の一生懸命さに心を動かされまし

た。入場の時のダンスのアイデア

もよく工夫されていて、とても楽

しく出来上がっていました。 


